
■支援の背景
㈱DDM北海道では、3Dプリンターを活用した中空構造の防音パネル（図１a）を開発しています。

中空構造を3Dプリンターで造形する場合、造形の過程で上面の部材を支えるためのサポート材が
中空内部に形成され、設計時と異なる構造になってしまいます（図１b）。サポート材の除去を考慮
すると、造形可能なパネルの形状は限られます。そこで、サポート材の有無が防音性能に与える影
響を評価することを目的とした防音性能比較試験を提案し、3Dプリンターによる試験片の造形や、
吸音率測定装置による性能評価試験について技術支援を行いました。

■支援の要点
１．防音パネル内部のサポート材が防音性能に与える影響の評価方法および試験片の造形
２．吸音率測定装置による防音パネルの性能試験の実施

■支援の成果
１．比較試験を実施するためには、サポート材を内包しない防音パネルを造形する必要があります。

そこで、3Dデータを分割してパネルを部分ごとに造形する方法（図２）を提案し、当場の大型
3Dプリンターを使用して造形を行いました。

２．吸音率測定装置を使用して防音パネルの性能評価試験を行った結果、サポート材を内包した
防音パネルでも、想定した防音効果が得られることを確認しました。これにより、サポート材
の除去を考慮する必要がなくなり、自由な形状の防音パネルの造形が可能になりました。
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図１：防音パネルの断面図 図２：分割した防音パネルの
　　　３Ｄデータ 

図３：造形した防音パネル 

(a) 設計時断面（サポート無）

(b) 造形時断面（サポート有）

(a)防音パネル外見

(b)分割造形したパネル
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